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清水義汎教授追悼号に寄せて
商学部長 栗 田 健
故清水義汎教授 は昨年10月10日 に長い闘病生活の末に逝去 された。先生はまだ敗戦の傷跡 も
生 々しい1948年 にわが商学部 を卒業 され,翌49年 に本学部助手 として奉職されて以来,45年 の
長 きにわたって本学ならびに本学部の消長に関わってこられた。幾多の転変 を経過 してきた戦後
の本学の歩みに先生が残 した影響が,他 の誰の場合 に較べても大 きなものであったという感慨は,
先生を知るすべての人が共通に抱いているところであろう。私事にわたるが私 も明治大学 に奉職
した直後から,未 だ個室化されていなかった研究室 を共同で利用するような関係 にあったため,
公私にわたって親 しく接 して頂 き,そ の人柄や活動のご様子をつぶさに知る機会 に恵まれてきた
が,そ の当初から先生が周囲の人々に与える影響力の大 きさには畏敬の念 を覚えてきた。その私
がいま先生の追悼文を書 くことになったことは,ま ことに痛恨の極みと言うしかない。
先生は大学内の各種の業務に精通 され,さ まざまな役職 を通 じて本学の教育研究体制に寄与 さ
れたが,な かんず く1978年 以降4年 間にわた り,明 治大学付属明治高等学校兼中学校長に選任
され,遺 憾な くその手腕 を発揮 された。先生がそのような強 く影響力 を持たれた最大の理由は,
先生が 目的とするものに立 ち向かうときの強烈な信念 と,疲 れを知らない持続力にあった。それ
は,と もすれば自己の狭い関心に心 を囚われ,自 分満足の世界に埋没 しやすい一般の知識人の行
動様式 と較べれば,あ る意味で異質な,情 熱的 と表現するにふ さわ しい人間性によって支えられ
た行動様式であった。先生のその特性 は,研 究者 としての活動の分野にもそのまま発揮 された。
'先生は
,社 会的な注 目が集まり,そ れに対する研究者の発言が求められる問題に誰よりも早 く
取 り組 まれ,そ の研究成果 を躊躇な く実践の世界に持ち込 まれた。先生の専門とす る交通の分野
で,交 通安全問題やタクシー業界のあ り方が社会問題化すると同時に,率 先 してその問題に取 り
組 まれ,各 種団体やジャーナリズムを通 じての啓蒙活動に精力を投入された。また,産 業の発展
が,既 成観念が予定 していた社会発展 との調和の限界を越 えて,公 害問題 という新たな深刻な課
題 を生み出すや否や,直 ちにその問題解決のための諸活動 に身を投 じ,つ いには行政機関におい
ても重い役割を担われるに到っている。その活動1ま目を見張るばか りであり,書 斎派の研 究者を
驚かすほどの ものであった。その意味では先生は,現 代社会が求める研究者の全 く新 しいあり方
を,身 を持 って示 してお られたのか もしれない。
先生が残 された研究成果の意義は,門 外漢の私には推 し量 ることもで きないが,わ が商学部が
早い段階から重視 して きた交通論の講座の中心に位置されて,そ の分野の研究と教育 をリー ドさ
れてきた先生の業績の意味は,こ の追悼号 に寄稿 された同僚諸氏の諸研究を通 じて明らかにされ
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ていることであろう。その大 きな存在 を失った現在の商学部は,そ の空隙を埋めるために,今 後
一段 と大 きな飛躍を遂げる必要 に迫 られている。先生の逝去は,わ が商学部の一つの時代の終焉
を意味するものであったともいえる。本書を先生の御霊前に供え,そ の偉業 を讃えるとともに,
これか らのわれわれの努力 を誓って,追 悼の言葉と したい。
